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Ⅰ．初めに 

 私達は、宮古島の特産品について調べようと思い、宮古島で有名なマンゴーについて調

べました。 

 

Ⅱ．研究の目的、動機 

 研究の動機としては、宮古島の特産品である宮古島マンゴーは有名であるのに、なぜ宮

崎マンゴーなどのようにブランド化しないのか、疑問に思ったので宮古島のマンゴーにつ

いて調べようと思いました。そして、宮古島のマンゴーのブランド化について調べつつ、

私達が普段食べているマンゴーについて栽培方法や収穫の仕方について調べました。 

 

Ⅲ．研究方法、地域、期間 

 宮古島のマンゴー農園の方に直接話を聞きに行く 

 宮古島市平良字狩俣１８８－１(ゆぴと農園) 

 ２０１９年９月１２日 

 

Ⅳ．結果 

 結果としては、現在では宮古島のマンゴーはブランド化を進めようとはしていなくて、

農園一つ一つが顧客に売っていくシステムにしている。 

宮古島のマンゴー 

糖度大体 12，13 度 

収穫は約８トンで、６～８割は加工などに回している 

売り上げは約１６００万 

(例)マンゴージュース、マンゴーソースなど 

栽培方法 

マンゴーの枝一本には花が約５０００個つくそうだが実際には約３０個ほどにして出荷す

る時の実は１～２だそうです。(摘果作業) 

収穫時期 

６月後半から８月 

選定 

マンゴーの木を選ぶ(１年ずつ違う木を選ぶ) 

８月いっぱい虫などが出たら農薬を撒く 

 

Ⅴ．考察、分析 

 宮古島のマンゴーのブランド化が進まない理由としては、宮古島ではマンゴーを直売で

売って顧客を取っているそうで、そうすることで、お客さんと連絡を取ってリピーターを

増やしているそうです。宮古島のマンゴーを買うお客さんは県外の方が 7 割を占めている
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そうで、その分やはりリピーターが大事になってきます。宮崎マンゴーなどがブランド化

できるのはＪＡ共済に加入していて、集荷量を決められていることによりブランド化する

ことができるそうです。宮古島マンゴーは、ＪＡ共済に加入していないのもあり、ブラン

ド化が難しいそうです。宮古島で２００８年ほどに起こった台湾産のマンゴーを宮古島の

マンゴーとして市場に出していたニュースがありました。それについてゆぴと農園の下地

代表に聞いてみると、そのニュースで宮古島のマンゴー全体の信頼度が落ちたのかと聞く

と、実際は宮古島マンゴーを台湾産マンゴーに偽装したところ以外はそこまで信頼が落ち

たわけではなかったそうです。それにある記事では偽装されるほど宮古島のマンゴーが良

いという楽観的意見が出ていたともありました。ですがやはり、宮古島のマンゴーの評判

が少しも落ちなかったわけではなくて、ブランドが汚されたなどの悲観的意見もあった。 

 

Ⅵ．今後の展望 

 宮古島のマンゴーは、とても美味しくて、宮崎マンゴーなどと同じぐらいの品質を持っ

ています。宮古島のマンゴーは、ＪＡ共済に加入していませんが、加入することでブラン

ド化することができるし、今のまま宮古島マンゴーを直売で顧客に売って行っても多くの

リピータが買うと思います。もし、もっと多く顧客を獲得することを目指すならブランド

化が必須だなと私達は思いました。ですが、ブランド化することによって出荷量を制限さ

れたりするのが悩むところではあるなとも思います。それでも、宮古島のマンゴーの品質

は宮崎県のマンゴーと同じなのにブランド化するかしないかによって、宮崎県のマンゴー

と値段の差が出ています。これは、同じ美味しさであるにも関わらずブランド力といった

ものにより格差が出ているのはおかしいと考えてしまいます。出荷量を制限することによ

り価値は確かに上がりますが、農園の人たちの努力も含めてほしいなと思いました。 

 

Ⅶ．終わりに 

 今回の琉球弧研究で、宮古島に行き、宮古島のマンゴーのブランド化について調べまし

た。結果としては、宮古島のマンゴーのブランド化は現段階ではできないことがわかりま

した。しかし、農園に話を聞きに行くことで、私達が知らなかったマンゴーの栽培の仕方

や収穫方法、販売するときのマンゴーの選定の仕方などあらゆることがわかりました。今

回の研究で改めて私達が普段何気なく食べているマンゴーにどれほど手間をかけているの

かを知る良い機会だったと思います。自分達が調べたことを、自分自身の知識として覚え

て、宮古島のマンゴーの良さをもっと多くの人たちに知ってもらえるために、調べて学ん

だことを、周りの人たちにも教えていきたいです。 

 

Ⅷ．参考文献、調査協力 

 調査協力 

 ゆぴと農園宮古島 代表 下地 正作 
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Ⅸ．指導教員コメント 

 ブランド化を志向しているように見えた宮古島のマンゴーが実は、ブランド化を志向し

ていなかったこと。そして、ブランド化にはＪＡが絡んでいたことを、宮崎県の場合と対

比して明らかにした点にこの研究の成果が示されている。 

 

 


